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◆
風
景
写
真
（
写
遊
つ
つ
じ
）

　

毎
月
第
３
火
曜
日
が
例
会
、
月

１
回
野
外
撮
影
。
入
会
金
６
０
０

０
円
、
会
費
月
７
５
０
円
。
詳
し

く
は
柳
沢
�　

・
１
０
０
１
へ

７３

（
午
前　

時
以
降
）。

１１

　

◆
少
年
野
球
ク
ラ
ウ
ン　

毎

週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
第
二

小
学
校
校
庭
ま
た
は
不
動
橋
広

場
（
新
川
町
一
丁
目
）
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０

０
円
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
５
０
０
円
。

小
学
１
年
〜
４
年
生
。
詳
し
く
は

友
松
�　

・
２
０
０
３
へ
。

７６

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紙
芝
居
さ

つ
き
会　

月
１
回
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
け
ん
ち
の
里
」
ほ
か

で
。
初
心
者
も
お
気
軽
に
。
詳
し

く
は
新
堀
（
に
い
ぼ
り
）
�　

・
７４

７
２
０
７
へ
。

　

◆
中
高
年
の
リ
ズ
ム
健
康
体

操
（
う
ら
ら
）　

毎
週
月
曜
日
の

午
後
４
時
半
〜
５
時
半
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
女

性
。
詳
し
く
は
原
�　

・
４
８
７

７５

１
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
歌
謡
ふ
る
さ
と

会
ウ
イ
ン
グ
）　

月
４
回
。
木
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
中
央
公

民
館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
。
初
心
者
、

女
性
歓
迎
。
詳
し
く
は
杉
山
�

　

・
０
４
９
８
へ
。

２１
　

◆
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
（
下
谷
公

園
体
操
会
）　

毎
朝
午
前
６
時
５

分
〜
６
時　

分
、
大
門
中
学
校
校

４０

庭
で
。
会
費
年
１
０
０
０
円
。
ス

ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国

体
操
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
池

浦
�
０
９
０
・
８
７
７
９
・
０
３

３
４
へ
。

　

◆
み
じ
か
な
旅
（
野
外
ス
ケ
ッ

チ
の
会
）　

毎
月
第
２
・
第
４
木

曜
日
の
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
、

野
外
（
多
摩
地
域
の
公
園
や
名

所
）
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

村
田
�　

・
０
４
４
２
へ
。

７７

　

◆
さ
つ
き
俳
句
会　

毎
月
第

２
火
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
、
南

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
５

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
奥
田
�　

・
１
９
６
３
へ
。

７３

　

◆
居
合
道
（
正
剣
會
〈
せ
い
け

ん
か
い
〉）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日

の
午
後
４
時
半
〜
６
時
半
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
で
長
期
続
け
ら
れ
る

1８方
。
初
心
者
、
女
性
歓
迎
。
詳
し

く
は
廣
井
�　

・
７
２
５
２
へ
。

２１

　

◆
中
之
島
流
大
正
琴
（
ゆ
り
の

会
）　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
半
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

武
田
�　

・
５
５
３
９
へ
。

７４

　

◆
育
児
サ
ー
ク
ル
（
お
ひ
さ
ま

号
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

半
〜
午
後
１
時
半
、
小
山
児
童
学

園
（
野
火
止
二
丁
目
）
で
。
会
費

月
２
０
０
円
、
保
険
料
年
５
０
０

円
。
外
遊
び
、
絵
本
、
歌
な
ど
。

詳
し
く
は
大
木
�　

・
０
９
６
０

７７

へ
（
午
後
６
時
ま
で
）。

　

◆
詩
吟
神
聖
流　

毎
月
第
１

〜
第
３
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
ほ
か
、

福
祉
会
館
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

会
費
月
２
５
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
七
井

（
な
な
い
）
�　

・
２
８
０
４
へ
。

７１

　

◆
ス
ペ
イ
ン
語
会
話（
ア
ミ
ー

ゴ
ス
）　

毎
週
、①
水
曜
日
の
午

前
９
時
か
ら
が
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
、②
金
曜
日
の
午
後
６
時
半

か
ら
が
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
で
。会
費
１
回
１
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
飯
沼
�　
・
３
５
９
０
へ
。

７７

　

◆
気
功
健
康
法
の
会　

月
２
、

３
回
。
木
曜
日
の
午
前　

時
半
〜

１０

正
午
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
朝
倉
�

　

・
６
４
１
２
へ
。

７１
　

◆
琴
伝
流
大
正
琴
（
和
〈
な
ご

み
〉
会
）　

月
２
回
、
主
に
水
曜
・

木
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
市

１０

民
生
活
館
ほ
か
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
か
ら
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
自
由
。
詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん

な
か
）
�　

・
５
２
４
３
へ
。

７２

　

◆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
・
レ
ト

ロ
音
楽
を
歌
う
会
（
ス
マ
イ
ル
成

美
）　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

の
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
成
美

教
育
文
化
会
館
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
関
�　

・
７
２
２
２
へ
。

７２

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

毎
月

第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４

時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
８
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

大
塚
�　

・
３
０
７
５
へ
。

７３

　

◆
少
年
サ
ッ
カ
ー
（
東
久
留
米

キ
ッ
カ
ー
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、
第
四
小
学
校
、
都
立
久
留

米
養
護
学
校
、
学
芸
大
学
附
属
養

護
学
校
ほ
か
で
。
会
費
幼
児
が
月

２
０
０
０
円
、
小
学
１
年
・
２
年

生
が
月
３
５
０
０
円
、
小
学
３
年

〜
６
年
生
が
月
４
３
０
０
円
。
詳

し
く
は
鍋
田
�　

・
０
９
４
７
へ
。

７２

　

◆
創
立　

周
年
記
念
ダ
ン
ス

２０

パ
ー
テ
ィ
ー
（
泉
の
会
）　

４
月

　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
〜
５
時

２３半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
前
売
り
１
７
０
０
円
（
当
日

２
０
０
０
円
）。
プ
ロ
デ
モ
、
フ

ル
バ
ン
ド
演
奏
、
リ
ボ
ン
の
騎
士

多
数
。
詳
し
く
は
下
倉
�　

・
７

７３

４
７
５
へ
。

　

◆
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
ひ
ま

わ
り
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　

５
月

　

日
（
土
）
午
後
２
時
半
〜
５
時

２０半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
前
売
り
１
０
０
０
円
（
当
日

１
３
０
０
円
）。
オ
ー
ル
ダ
ン
ス

タ
イ
ム
。
詳
し
く
は
大
澤
�　

・
７１

５
８
１
４
へ
。

　

◆
こ
と
わ
ざ
英
語
カ
ル
タ
大

会
（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
）　

４
月　

日（
日
）午
後
１

３０

時
半
〜
３
時
半
、中
央
公
民
館
で
。

参
加
費
４
０
０
円（
資
料
、参
加

賞
）。高
校
生
以
下
は
無
料
。　

日
２０

（
木
）ま
で
に
申
し
込
み
を
。詳
し

く
は
小
山
�　
・
３
１
９
１
へ
。

７３

　

◆
柳
窪
旧
集
落
・
民
家
特
別
見

学
会
（
柳
窪
の
環
境
・
景
観
の
保

全
を
考
え
る
会
）　

①
４
月　

日
２５

（
火
）
②
５
月
３
日
（
祝
）、
い
ず

れ
も
午
前　

時
か
ら
と
午
後
１

１０

時
か
ら
。
参
加
費
５
０
０
円
。
先

着
各　

人
。
②
は
柳
久
保
う
ど
ん

２５

や
茶
席
（
予
約
可
）
も
。
申
し
込

み
は
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
日
時
、
予
約
を

記
入
し
て
、
〒
２
０
３
―
０
０
４

４
、
柳
窪
２
ノ　

ノ
６
、
奥
住
事

１１

務
所
あ
て
郵
送
を
。
詳
し
く
は
奥

住
�　

・
１
１
７
４
へ
。

７２

　

◆
第　

回
フ
ラ
ワ
ー
カ
ッ
プ

４２

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
東
久
留
米
市
テ

ニ
ス
連
盟
）　

５
月　

日
（
火
）、

２３

市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
予
備
日

は　

日
（
火
）。
参
加
費
１
０
０

３０
０
円
。
５
月
９
日
（
火
）
ま
で
に

申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
海
老
沢

�　

・
７
２
４
７
へ
。

７４

　

◆
第
６
回
久
米
マ
リ
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
（
東
久
留
米
市

歌
謡
同
好
会
）　

４
月　

日
（
金
）

２１

午
前
９
時　

分
開
演
（
９
時　

分

２０

１０

開
場
）、
保
谷
こ
も
れ
び
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
一
丁

目
）
で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。

社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
。
詳
し

く
は
下
村
�　

・
０
６
４
８
へ
。

７４

　

◆
頭
の
体
操
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
ク
ラ
ブ　

４
月　

日
（
金
）
午

２１

後
１
時
〜
５
時
、
中
央
公
民
館
ほ

か
で
。
参
加
費
無
料
。
詳
し
く
は

本
橋
�
０
９
０
・
６
７
０
８
・
９

７
９
１
へ
。

　

◆
「　

代
・　

代
を
健
康
に
」

６０

７０

健
康
体
操
・
頭
の
体
操
体
験
会

（
プ
ラ
ス
１
〈
ワ
ン
〉）
ひ
ょ
う
た

ん
島
）　

４
月　

日
（
日
）・　

日

１６

１７

（
月
）
が
健
康
体
操
、　

日
（
木
）

２０

が
頭
の
体
操
、
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜　

時
、
プ
ラ
ス
１
ひ
ょ
う
た

１１

ん
島
（
本
町
二
丁
目
）
で
。
参
加

費
無
料
。
詳
し
く
は
茶
野
（
ち
ゃ

の
）
�　

・
４
０
５
６
へ
。

７３

　

◆
昔
話
を
語
る
会
（
み
く
り
お

は
な
し
の
会
）　

４
月　

日
（
水
）

２６

午
前　

時
〜
正
午
、
東
部
地
域
セ

１０

ン
タ
ー
で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く

は
赤
神
（
あ
か
が
み
）
�　

・
１

７０

６
５
７
へ
。

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
の

経
営
者
に
低
利
率
で
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

ま
た
、
利
子
の
一
部
は
経
営
の
安

定
と
事
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る

た
め
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
（
下

表
「
利
率
」
欄
参
照
）。

　

★
中
小
企
業
資
金
融
資
＝
市
内

で
中
小
企
業
を
営
む
方
や
商
店
街

を
組
織
す
る
団
体
（
注
※
）
に
資

金
を
融
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
育
成
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度

か
ら
大
規
模
小
売
店
舗
へ
出
店
さ

れ
る
事
業
者
へ
の
融
資
を
増
設
し

ま
し
た
。

　

★
不
況
対
策
緊
急
資
金
融
資
＝

景
気
の
後
退
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

売
上
高
や
生
産
額
の
減
少
を
き
た

し
て
い
る
市
内
の
中
小
企
業
の
方

に
対
し
、
資
金
を
融
資
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
経
営
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
申

し
込
み
受
付
後
に
書
類
の
審
査
と

実
質
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
融

資
ま
で
に
１
カ
月
前
後
か
か
り
ま

　

今
回
策
定
さ
れ
た
「
東
久
留
米

市
農
業
振
興
計
画
」
は　

年
〜　

１８

２２

年
の
５
カ
年
計
画
で
、
東
久
留
米

農
業
の
将
来
像
を
「
市
民
生
活
を

し
ま
し
た
。

条

例

の

概

要

　
【
目
的
】
商
店
街
が
地
域
経
済
、

お
よ
び
地
域
社
会
の
発
展
に
果
た

す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、

商
店
街
に
お
け
る
商
業
等
の
活
性

化
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
経
済
の

健
全
な
発
展
お
よ
び
市
民
生
活
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す

　
【
基
本
理
念
】商
店
街
の
活
性
化

　

○福
 

受
給
者
の
方
が
、
病
院
な
ど

に
掛
か
っ
た
と
き
に
窓
口
で
負
担

す
る
医
療
費
の
額（
一
部
負
担
金
）

が
、
下
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
高
額
医
療
費
と
し
て
後
日
払
い

戻
し
ま
す
。

　
【
申
請
方
法
】
該
当
す
る
方
に

「
高
額
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」と
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
介
護
福
祉
課

医
療
係
（
市
役
所
１
階
）
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
一
度
申
請
し
て

　「東久留米市ポイ捨て

等の防止及び路上喫煙

の規制に関する条例」が

３月１日から施行され

ました。

　この条例の目的は、市

民の皆さんや事業者、市

が協力し、ポイ捨て等を

防止することにより、私

たちのまちの美化の推進を図るとともに路上喫煙を規制す

ることで快適かつ安全な生活環境を確保するものです。

　具体的な内容としては、公共の場所等において、「たばこ

の吸殻」「チューインガム」「飲み物の空き缶」などをみだり

に捨てたりすることを禁止し、路上や駅前広場等の公共の場

所における喫煙は携帯灰皿を携行するなど、マナーを守るこ

とや他人の建物、塀そのほかの工作物に落書き防止すること

が挙げられます。

　今後、市では路上喫煙禁止区域の設定や市民、事業者の協

力を得て、私たちの住むまちの美化を推進していきます。皆

さんのご協力をお願いします。

　詳しくは環境緑政課�７０・７７５３へ。

　　　　　　　　　　　　 中小企業への融資制度一覧　　　　  １８年４月１日現在

融資期間利　 率融資限度額融資対象融 資 要 件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

１.８７５％
本人１.２５％
市支給０.６２５％

　５００万円

事業に必要な原材料の仕
入金および給料の支払い
に必要な資金等の流動的
な資金

①個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業
所を市内または隣接５市に有
すること。法人の場合は、市内
に引き続き１年以上本店所在
地を有すること
②同一事業を引き続き１年以上
営んでいること
③市税の納税義務者で、すでに納
期の経過した分の市税を完納
していること
④適切な事業計画を有し、返済見
込みが確実であること
⑤東京信用保証協会または、東京
都農業信用基金協会の保証を
得られること

運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

　７００万円
店舗、工場または倉庫の
増改築および機械器具等
の購入に必要な資金

設備資金

６カ月以内
（据え置きな
し）

　２００万円
従業員の夏季または冬季
の一時金支払いに必要な
資金

ボーナス
資　　金

８年以内
（据え置き１
年を含む）１.８７５％

本人０.９４５％
市支給０.９３％

　７００万円
工場等において、公害防
止に必要な設備を行うた
めの資金

公害防止
設備資金

１０年以内
（据え置き１
年を含む）

３,０００万円

街路灯、アーケード、駐
車施設、従業員厚生施設、
その他共同事業に必要な
資金

商　店　街
振興資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

１.８７５％
本人１.２５％
市支給０.６２５％

　３００万円

事業を新規に開始（事業
を開始して１年未満の方
も含む）するために、必
要な原材料および商品の
仕入金ならびに給料の支
払いに必要な資金等の流
動的な資金

上記③・④・⑤および
・市内に引き続き２年以上住所
を有する方
・同一企業に５年以上勤務し、市
内で同一事業を営もうとする
方、または法律に基づく資格を
有する方で、その事業を創業す
る方

新規開業
運転資金

５年以内
（据え置き１
年を含む）

１.８７５％
本人０.９４５％
市支給０.９３％

　５００万円

運転資金（事業に必要な
原材料の仕入金および給
料の支払いに必要な資金
等の流動的な資金）

上記①・②・③・④・⑤および
・最近３カ月間または１年間の
売上高（生産高）が、前３年の
いずれかの同期と比較して
１０％以上減少していること

緊急資金

不
況
対
策

※返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。

　　　大規模小売店舗へ出店する中小企業事業者への融資制度一覧　　　１８年４月１日現在

融資期間利　 率融資限度額融資対象融 資 要 件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

１.８７５％
本人０.６２５％
市補給１.２５％

５００万円

出店に伴なう、事業に必
要な原材料の仕入金およ
び、給料の支払いに必要
な資金等の流動的な資金

①市内の大規模小売店舗に出店
をすること
②個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有すること。法
人の場合は、市内に引き続き１
年以上本店所在地を有するこ
と
③同一事業を引き続き１年以上
営んでいること
④市税の納税義務者であって、す
でに納期の経過した分の市税
を完納していること
⑤適切なる事業計画を有し、返済
見込みが確実であること
⑥東京信用保証協会または、東京
都農業信用基金協会の保証を
得られること
⑦出店契約書等確認の取れる書
類を添付すること

大 規 模
小売店舗
出 店 用
運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資 ７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円
出店に伴なう、機械器具
等の購入に必要な資金

大 規 模
小売店舗
出 店 用
設備資金

※大規模小売店舗とは、一つの建物であって、その建物内の店舗面積（小売業を行うための店舗の用に供される床面積）が
１，０００�を超えるものをいいます。
※返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。

ご利用ください東
久
留
米
市
商
店
街
に
お
け
る

　

商
業
等
の
活
性
化
に
関
す
る
条
例
を
制
定

は
、
商
店
会
お
よ
び
事
業
者
が
主

導
的
役
割
を
担
い
、
市
お
よ
び
商

工
会
等
の
経
済
関
係
団
体
と
協
働

し
て
、
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
に
推
進
す
る

　
【
商
店
会
、
事
業
者
、
市
の
責
務

お
よ
び
市
民
の
協
力
】
商
店
会
は

に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
あ
る
場
を
つ

く
る
た
め
、
地
域
と
連
携
し
て
商

店
街
の
活
性
化
に
努
め
る
▼
事
業

者
は
自
ら
の
創
意
工
夫

に
よ
り
経
営
基
盤
の
強

化
、
人
材
の
育
成
な
ど

に
努
め
、
さ
ら
に
、
商

店
会
へ
の
加
入
と
商
店

街
が
活
性
化
に
関
す
る

事
業
を
実
施
す
る
と
き

は
、
応
分
の
負
担
な
ど

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
店
街
活
性
化
へ
の
積

極
的
な
協
力
に
努
め
る

▼
市
民
は
、
商
店
会
お

よ
び
事
業
者
が
行
う
商

店
街
の
活
性
化
の
た
め

の
取
り
組
み
が
、
地
域

社
会
を
活
性
化
し
市
民

生
活
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
取
り
組

み
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る

　

※
商
店
街
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
お
買
い
物
は
、
顔
の
見

え
る
お
近
く
の
商
店
街
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
�　

・
７０

７
７
４
３
へ
。

都
市
農
業
の
発
展
を
目
指
し　

年
ぶ
り
に
策
定

１０
豊
か
に
す
る
農
業
の
創
造
」
と
し
、

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
都
市

農
業
の
発
展
の
方
向
を
明
ら
か
に

し
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
施
策

の
体
系
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
計
画
は
各
生
産
団
体
に
配
布

す
る
と
同
時
に
、４
月　

日（
月
）か

１７

ら
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２

階
）や
市
内
の
各
図
書
館
、各
地
区
セ

ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
概
要
版
の

み
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
農
政
係

�　

・
７
７
４
３
へ
。

７０

す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

※「
商
店
街
を
組
織
す
る
団
体
」

と
は
、
商
店
街
振
興
組
合
法
、
中

小
企
業
協
同
組
合
法
お
よ
び
中
小

企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体
を
い
い

ま
す
。

　

景
気
回
復
が
あ
ま
ね
く
実
感
で

き
な
い
中
、
市
内
中
小
零
細
企
業

は
そ
の
経
営
を
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
商

店
街
に
お

い
て
も
脱

会
や
未
加

入
な
ど
商

店
街
の
活

性
化
が
思

う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
商
店
会
、

事
業
者
、
市
の
役
割
な
ど
を
明
確

に
し
、
さ
ら
に
商
店
会
、
事
業
者

が
主
体
と
な
っ
て
商
店
会
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
指
針
と
し
て

「
東
久
留
米
市
商
店
街
に
お
け
る

商
業
等
の
活
性
化
に
関
す
る
条

例
」
を
市
議
会
の
議
決
を
得
て
制

定
し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　

中
央
町
六
丁
目
の
旧
市
役
所
本

庁
舎
跡
地
の
一
部
に
建
設
を
進
め

て
い
ま
し
た
「
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
」
が
、
市
内
で
８
番
目
の
地

区
セ
ン
タ
ー
と
し
て
６
月
１
日

（
木
）
に
開
館
し
ま
す
。

　

こ
の
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
高
齢
者

の
交
流
・
憩
い
の
場
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
集
会
室
、
娯
楽
室
・
相

談
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
、
会
議
室
（
４
室
）
と
和
室
も

併
設
し
ま
し
た
。

　

地
区
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は

指
定
管
理
者
と
し
て
社
会
福
祉
法

人
東
久
留
米
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
い
ま
す
。　

中

央

町

地

区 

セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
【
所
在
地
】中
央
町
６
ノ
１
ノ
１

（
上
図
参
照
）

　
【
土
地
・
建
物
】
敷
地
面
積
＝
１

０
０
０
・　

平
方
㍍
▼
建
築
面
積

６２

＝
３
１
７
・　

平
方
㍍
▼
延
床
面

９７

積
＝
５
８
６
・　

平
方
㍍
▼
構
造

５７

＝
軽
量
鉄
骨
造
２
階
建
て

　
【
交
通
】
西
武
バ
ス
「
中
央
公
民

館
入
口
」
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
分

　
【
開
館
時
間
】午
前
９
時
〜
午
後

　

時
（
夜
間
使
用
が
無
い
場
合
は

１０午
後
５
時
ま
で
）

　
【
休
館
日
】
火
曜
日
（
火
曜
日
が

国
民
の
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
休

館
）・
国
民
の
祝
日
・
年
末
年
始

　
【
電
話
番
号
】
０
４
２
・
４
７
９
・

５
５
５
０
（
６
月
１
日
以
降
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

利

用

方

法

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

老
人
集
会
室
や
老
人
娯
楽
室
の
利

用
は
、
ほ
か
の
地
区
セ
ン
タ
ー
と

同
様
で
、
市
内
に
居
住
す
る　

歳
６０

以
上
の
方
な
ら
だ
れ
で
も
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

　

※
利
用
す
る
場
合
は
利
用
証
が

　

年
度
の
国
民
年
金

１８保
険
料
と
年
金
額
は

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
年

金
を
支
え
る
側
と
受
け
取
る

側
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、

　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
毎

１７

２９

年
月
額
２
８
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、　

年
度
の
国

１８

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万

３
８
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
は

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
障

害
を
有
し
な
が
ら
勤
務
し
て
自

ら
厚
生
年
金
保
険
料
を
納
付
し

て
も
、
納
付
し
た
こ
と
が
、
年

金
給
付
に
反
映
し
に
く
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

年
４
月
か
ら
こ
れ
を
改
正

１８
し
、　

歳
以
上
の
障
害
基
礎
年

６５

金
（
旧
法
に
よ
る
障
害
年
金
も

含
む
）
の
受
給
権
者
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
し
な
が
ら
老

齢
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族
厚
生

年
金
を
併
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
金
額
や
障
害
基
礎
年
金
と

老
齢
厚
生
年
金
等
の
併
給
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
�
０
５
７
０
・
０

７
・
１
１
６
５
ま
た
は
武
蔵
野

社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

２
・
５
６
・
１
４
１
１
へ
。

物
価
の
伸
び
（
消
費
者
物
価
指

数
の
変
動
率
）
に
応
じ
て
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

年
度
の
年

１７

平
均
の
消
費
者
物
価
指
数
が
対

前
年
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
㌫
で

あ
っ
た
た
め
、　

年
度
の
年
金

１８

額
（
老
齢
基
礎
年
金
〈
年
額
〉

　

万
２
１
０
０
円
）
は　

年
度

７９

１７

の
年
金
額
よ
り
０
・
３
㌫
少
な

い
額
と
な
り
ま
す
（　

年
６
月

１８

の
定
期
支
払
い
か
ら
変
更
）。

障
害
基
礎
年
金
と 

老
齢
厚
生
年
金
等
が 

併
せ
て
受
給
が
可
能
に

　

今
ま
で
の
年
金
制
度
で
は
、

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚

生
年
金
は
併
せ
て
受
給（
併
給
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
障
害
基
礎
年

私たちの「まち」をきれいに

喫煙マナーを守りましょう！

一
定
額
を
超
え
た

　

医
療
費
は
払
い
戻
し
ま
す

い
た
だ
く
と
、
次
回
か
ら
は
申
請

書
を
郵
送
せ
ず
に
支
給
決
定
が
で

き
ま
す

　

※
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額

が
少
な
い
場
合
で
も
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
【
支
給
方
法
】支
給
決
定
通
知
書

を
発
送
の
上
、
郵
便
局
を
除
く
本

人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。

中央町地区センター
６月１日に開館

必
要
で
す
。
市
内
の
ほ
か
の
地
区

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
会
館
で
発
行
し

た
利
用
証
が
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
で
も
共
通
し
て
使
用
で
き
ま

す
の
で
、
利
用
の
際
は
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
申
請
を
し
て
利
用
証

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
議
室
等
の
利
用
方
法

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
会
議

室（
第
１
〜
４
）と
和
室
は
午
前
９

時
〜
午
後　

時
に
有
料
で
利
用
で

１０

き
ま
す
。な
お
、
午
後
６
時
以
降
は

老
人
集
会
室
（
和
室
）、
老
人
娯
楽

室
も
有
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
【
利
用
料
金
】
右
表
参
照

　

申
し
込
み
受
け
付
け
は
利
用
予

定
日
の
１
カ
月
前
か
ら
。

　

な
お
、
６
月
１
日
（
木
）
か
ら

一
般
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
利

用
申
し
込
み
は
５
月
１
日
（
月
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

開
館
日
前
の
５
月
１
日
〜　

日
は
、

３１

臨
時
に
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
町
２
ノ
７
ノ　

、�
０
４
２

６１

４
・　

・
０
２
７
４
）
で
申
し
込

７１

み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
高
齢

サ
ー
ビ
ス
係（
内
線
２
５
５
８
）へ
。

中央町地区センター会議室等の利用料金

午後６時～
　　　１０時

午後１時～
　　　５時

午前９時～
　　　正午

利 用 区 分

　５００円　５００円４００円第一会議室

　３５０円　３５０円２５０円相談室（第二会議室）

１,２００円１,２００円９００円第三会議室

１,２００円１,２００円９００円第四会議室

　８００円　８００円６００円和　　　室

１,４５０円――老人集会室

　８５０円――老人娯楽室

　福祉会館は昭和４５年１１月に開館

し、これまで市民の福祉の向上に

大きな役割を果たしてきましたが、

５月７日（日）をもって閉館します。

　閉館後は、６月１日（木）に開

館する中央町地区センター内の老

人福祉センターおよびコミュニ

ティ施設としての会議室をご利用

ください。　なお、社会福祉協議会

事務局と休日診療所等は５月８日

（月）にオープンする「わくわく健

康プラザ（滝山４－３－１４）」に移

ります。

福祉会館は５月７日を
もって閉館します

詳しくは産業振興課労政商工係�７０・７７４３へ

中小企業への
各種資金融資

活
気
あ
る
商
店
街
を
目
指
し
て
！

農
業
振
興
計
画

○福
 

受
給
者
の
方
へ

　高齢者向け福祉機能と
　　　コミュニティ機能を併せ持つ

○福 受給者の１カ月の自己負担限度額
世帯の限度額自 己 負 担 限 度 額

区　　分
世 帯 合 計入院（個人）外来（個人）
１カ月

４０，２００円
月額上限
４０，２００円

月額上限
１２，０００円

一 般 受 給 者

１カ月
２４，６００円

月額上限
２４，６００円

月額上限
８，０００円

低 所 得 者（注）

（注）事前に申請して認定証の交付を受け、医療機関へ提示するこ
とが必要になります

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

皆さんのふれ合いの場として地区センターを皆さんのふれ合いの場として地区センターを
気軽にご利用ください気軽にご利用ください

地域を盛り上げるため、商店街も頑張っています地域を盛り上げるため、商店街も頑張っています


